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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ６ 部 門 第 ２ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 4 年 1 0 月 1 3 日 ( 2 0 2 2 . 1 0 . 1 3 )
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2 0 2 2 - 1 0 0 3 3 4 ( P 2 0 2 2 - 1 0 0 3 3 4 A )
【 公 開 日 】 令 和 4 年 7 月 5 日 ( 2 0 2 2 . 7 . 5 )
【 年 通 号 数 】 公 開 公 報 ( 特 許 ) 2 0 2 2 - 1 2 1
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 6 2 6 0 1 ( P 2 0 2 2 - 6 2 6 0 1 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｇ ０ ９ Ｆ 9 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ０ ９ Ｊ 7 / 3 8 ( 2 0 1 8 . 0 1 )
   Ｃ ０ ９ Ｊ 1 3 3 / 0 4 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ０ ９ Ｊ 2 0 1 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ０ ９ Ｊ 1 1 / 0 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ３ ２ Ｂ 2 7 / 3 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ３ ２ Ｂ 2 7 / 2 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｇ ０ ９ Ｆ 9 / 3 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｂ ３ ２ Ｂ 2 7 / 3 6 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｇ ０ ９ Ｆ 9 / 0 0 ３ ０ ２  　 　 　
　 Ｃ ０ ９ Ｊ 7 / 3 8 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ０ ９ Ｊ 1 3 3 / 0 4 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ０ ９ Ｊ 2 0 1 / 0 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ０ ９ Ｊ 1 1 / 0 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｂ ３ ２ Ｂ 2 7 / 3 0 　 　 　 Ａ 　 　 　
　 Ｂ ３ ２ Ｂ 2 7 / 2 6 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｇ ０ ９ Ｆ 9 / 3 0 ３ ０ ８ Ｚ 　 　 　
　 Ｇ ０ ９ Ｆ 9 / 0 0 ３ ４ ２  　 　 　
　 Ｂ ３ ２ Ｂ 2 7 / 3 6 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 4 年 1 0 月 4 日 ( 2 0 2 2 . 1 0 . 4 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
一 の 屈 曲 性 部 材 と 、 他 の 屈 曲 性 部 材 と 、 前 記 一 の 屈 曲 性 部 材 お よ び 前 記 他 の 屈 曲 性 部 材 を  
貼 合 す る １ 層 ま た は 複 数 層 の 粘 着 剤 層 と を 備 え た 繰 り 返 し 屈 曲 デ バ イ ス で あ っ て 、
前 記 一 の 屈 曲 性 部 材 お よ び 前 記 他 の 屈 曲 性 部 材 が 、 前 記 繰 り 返 し 屈 曲 デ バ イ ス の 構 成 部 材  
で あ り 、
　 前 記 粘 着 剤 層 の 少 な く と も １ 層 が 、
　 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｋ ７ ２ ４ ４ － １ に 準 拠 し て 、 粘 着 剤 を １ ０ ％ ひ ず ま せ た と き に 測 定 さ れ る 最 大  
の 緩 和 弾 性 率 値 を 最 大 緩 和 弾 性 率 Ｇ （ ｔ ） ｍ ａ ｘ （ Ｍ Ｐ ａ ） と し 、 当 該 最 大 緩 和 弾 性 率 Ｇ  
（ ｔ ） ｍ ａ ｘ が 測 定 さ れ て か ら ３ ７ ５ ７ 秒 後 ま で 前 記 粘 着 剤 を １ ０ ％ ひ ず ま せ 続 け 、 そ の  
間 に 測 定 さ れ る 最 小 の 緩 和 弾 性 率 値 を 最 小 緩 和 弾 性 率 Ｇ （ ｔ ） ｍ ｉ ｎ （ Ｍ Ｐ ａ ） と し 、 以  
下 の 式 （ Ｉ ） か ら 算 出 さ れ る 緩 和 弾 性 率 変 動 値 Δ ｌ ｏ ｇ Ｇ （ ｔ ） が 、 １ ． ２ ０ 以 下 で あ る  
粘 着 剤 か ら 構 成 さ れ て お り 、
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前 記 粘 着 剤 が 、 （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 重 合 体 （ Ａ ） と 、 架 橋 剤 （ Ｂ ） と を 含 有 す る  
粘 着 性 組 成 物 を 架 橋 し て な る 粘 着 剤 で あ り 、
前 記 （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 重 合 体 （ Ａ ） が 、 当 該 重 合 体 を 構 成 す る モ ノ マ ー 単 位 と  
し て 、 ア ル キ ル 基 の 炭 素 数 が １ ～ ２ ０ の （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 ア ル キ ル エ ス テ ル で あ る 、 ホ  
モ ポ リ マ ー と し て の ガ ラ ス 転 移 温 度 （ Ｔ ｇ ） が － ４ ０ ℃ 以 下 で あ る 低 Ｔ ｇ ア ル キ ル ア ク リ  
レ ー ト を ５ ０ 質 量 ％ 以 上 、 ８ ０ 質 量 ％ 以 下 含 有 し 、
前 記 （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 重 合 体 （ Ａ ） の 重 量 平 均 分 子 量 が 、 １ ０ 万 以 上 、 １ ２ ０  
万 以 下 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 繰 り 返 し 屈 曲 デ バ イ ス 。
　 Δ ｌ ｏ ｇ Ｇ （ ｔ ） ＝ ｌ ｏ ｇ Ｇ （ ｔ ） ｍ ａ ｘ － ｌ ｏ ｇ Ｇ （ ｔ ） ｍ ｉ ｎ     … （ Ｉ ）
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 粘 着 剤 に ３ ０ ０ ０ Ｐ ａ の 応 力 を 印 加 し た 時 に 測 定 さ れ る ク リ ー プ コ ン プ ラ イ ア ン ス  
値 を 最 小 ク リ ー プ コ ン プ ラ イ ア ン ス Ｊ （ ｔ ） ｍ ｉ ｎ （ Ｍ Ｐ ａ － １ ） と し 、 当 該 最 小 ク リ ー  
プ コ ン プ ラ イ ア ン ス Ｊ （ ｔ ） ｍ ｉ ｎ が 測 定 さ れ て か ら ３ ７ ５ ７ 秒 後 ま で ３ ０ ０ ０ Ｐ ａ の 応  
力 を 印 加 し 続 け 、 そ の 間 に 測 定 さ れ る 最 大 の ク リ ー プ コ ン プ ラ イ ア ン ス 値 を 最 大 ク リ ー プ  
コ ン プ ラ イ ア ン ス Ｊ （ ｔ ） ｍ ａ ｘ （ Ｍ Ｐ ａ － １ ） と し 、 以 下 の 式 （ I I ） か ら 算 出 さ れ る ク  
リ ー プ コ ン プ ラ イ ア ン ス 変 動 値 Δ ｌ ｏ ｇ Ｊ （ ｔ ） が 、 ２ ． ８ ４ 以 下 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 繰 り 返 し 屈 曲 デ バ イ ス 。
　 Δ ｌ ｏ ｇ Ｊ （ ｔ ） ＝ ｌ ｏ ｇ Ｊ （ ｔ ） ｍ ａ ｘ － ｌ ｏ ｇ Ｊ （ ｔ ） ｍ ｉ ｎ     … （ I I ）
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 繰 り 返 し 屈 曲 デ バ イ ス に 含 ま れ る 粘 着 剤 層 の 総 数 に 対 す る 、 前 記 粘 着 剤 か ら 構 成 さ  
れ て い る 粘 着 剤 層 の 数 の 割 合 が 、 １ ０ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に  
記 載 の 繰 り 返 し 屈 曲 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 繰 り 返 し 屈 曲 デ バ イ ス の 厚 さ に 対 す る 、 前 記 粘 着 剤 か ら 構 成 さ れ て い る 粘 着 剤 層 の  
総 厚 さ の 割 合 が 、 １ ％ 以 上 、 ５ ０ ％ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か  
一 項 に 記 載 の 繰 り 返 し 屈 曲 デ バ イ ス 。
【 請 求 項 ５ 】
一 の 屈 曲 性 部 材 と 、 他 の 屈 曲 性 部 材 と 、 前 記 一 の 屈 曲 性 部 材 お よ び 前 記 他 の 屈 曲 性 部 材 を  
貼 合 す る １ 層 ま た は 複 数 層 の 粘 着 剤 層 と を 備 え た 繰 り 返 し 屈 曲 デ バ イ ス の 製 造 方 法 で あ っ  
て 、
前 記 一 の 屈 曲 性 部 材 お よ び 前 記 他 の 屈 曲 性 部 材 が 、 前 記 繰 り 返 し 屈 曲 デ バ イ ス の 構 成 部 材  
で あ り 、
　 前 記 粘 着 剤 層 の 少 な く と も １ 層 を 、
　 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｋ ７ ２ ４ ４ － １ に 準 拠 し て 、 粘 着 剤 を １ ０ ％ ひ ず ま せ た と き に 測 定 さ れ る 最 大  
の 緩 和 弾 性 率 値 を 最 大 緩 和 弾 性 率 Ｇ （ ｔ ） ｍ ａ ｘ （ Ｍ Ｐ ａ ） と し 、 当 該 最 大 緩 和 弾 性 率 Ｇ  
（ ｔ ） ｍ ａ ｘ が 測 定 さ れ て か ら ３ ７ ５ ７ 秒 後 ま で 前 記 粘 着 剤 を １ ０ ％ ひ ず ま せ 続 け 、 そ の  
間 に 測 定 さ れ る 最 小 の 緩 和 弾 性 率 値 を 最 小 緩 和 弾 性 率 Ｇ （ ｔ ） ｍ ｉ ｎ （ Ｍ Ｐ ａ ） と し 、 以  
下 の 式 （ Ｉ ） か ら 算 出 さ れ る 緩 和 弾 性 率 変 動 値 Δ ｌ ｏ ｇ Ｇ （ ｔ ） が 、 １ ． ２ ０ 以 下 で あ る  
粘 着 剤 で あ っ て 、
（ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 重 合 体 （ Ａ ） と 、 架 橋 剤 （ Ｂ ） と を 含 有 す る 粘 着 性 組 成 物 を  
架 橋 し て な り 、
前 記 （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 重 合 体 （ Ａ ） が 、 当 該 重 合 体 を 構 成 す る モ ノ マ ー 単 位 と  
し て 、 ア ル キ ル 基 の 炭 素 数 が １ ～ ２ ０ の （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 ア ル キ ル エ ス テ ル で あ る 、 ホ  
モ ポ リ マ ー と し て の ガ ラ ス 転 移 温 度 （ Ｔ ｇ ） が － ４ ０ ℃ 以 下 で あ る 低 Ｔ ｇ ア ル キ ル ア ク リ  
レ ー ト を ５ ０ 質 量 ％ 以 上 、 ８ ０ 質 量 ％ 以 下 含 有 し 、
前 記 （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 重 合 体 （ Ａ ） の 重 量 平 均 分 子 量 が 、 １ ０ 万 以 上 、 １ ２ ０  
万 以 下 で あ る
粘 着 剤 に よ っ て 構 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 繰 り 返 し 屈 曲 デ バ イ ス の 製 造 方 法 。
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　 Δ ｌ ｏ ｇ Ｇ （ ｔ ） ＝ ｌ ｏ ｇ Ｇ （ ｔ ） ｍ ａ ｘ － ｌ ｏ ｇ Ｇ （ ｔ ） ｍ ｉ ｎ     … （ Ｉ ）
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 粘 着 剤 か ら 構 成 さ れ て い る 粘 着 剤 層 を 有 す る 粘 着 シ ー ト を 使 用 し て 、 前 記 繰 り 返 し  
屈 曲 デ バ イ ス の 構 成 部 材 を 貼 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 繰 り 返 し 屈 曲 デ バ  
イ ス の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
一 の 屈 曲 性 部 材 と 、 他 の 屈 曲 性 部 材 と 、 前 記 一 の 屈 曲 性 部 材 お よ び 前 記 他 の 屈 曲 性 部 材 を  
貼 合 す る １ 層 ま た は 複 数 層 の 粘 着 剤 層 と を 備 え た 繰 り 返 し 屈 曲 デ バ イ ス に お け る 屈 曲 跡 の  
抑 制 方 法 で あ っ て 、
前 記 一 の 屈 曲 性 部 材 お よ び 前 記 他 の 屈 曲 性 部 材 が 、 前 記 繰 り 返 し 屈 曲 デ バ イ ス の 構 成 部 材  
で あ り 、
　 前 記 粘 着 剤 層 の 少 な く と も １ 層 を 、
　 Ｊ Ｉ Ｓ   Ｋ ７ ２ ４ ４ － １ に 準 拠 し て 、 粘 着 剤 を １ ０ ％ ひ ず ま せ た と き に 測 定 さ れ る 最 大  
の 緩 和 弾 性 率 値 を 最 大 緩 和 弾 性 率 Ｇ （ ｔ ） ｍ ａ ｘ （ Ｍ Ｐ ａ ） と し 、 当 該 最 大 緩 和 弾 性 率 Ｇ  
（ ｔ ） ｍ ａ ｘ が 測 定 さ れ て か ら ３ ７ ５ ７ 秒 後 ま で 前 記 粘 着 剤 を １ ０ ％ ひ ず ま せ 続 け 、 そ の  
間 に 測 定 さ れ る 最 小 の 緩 和 弾 性 率 値 を 最 小 緩 和 弾 性 率 Ｇ （ ｔ ） ｍ ｉ ｎ （ Ｍ Ｐ ａ ） と し 、 以  
下 の 式 （ Ｉ ） か ら 算 出 さ れ る 緩 和 弾 性 率 変 動 値 Δ ｌ ｏ ｇ Ｇ （ ｔ ） が 、 １ ． ２ ０ 以 下 で あ る  
粘 着 剤 で あ っ て 、
（ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 重 合 体 （ Ａ ） と 、 架 橋 剤 （ Ｂ ） と を 含 有 す る 粘 着 性 組 成 物 を  
架 橋 し て な り 、
前 記 （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 重 合 体 （ Ａ ） が 、 当 該 重 合 体 を 構 成 す る モ ノ マ ー 単 位 と  
し て 、 ア ル キ ル 基 の 炭 素 数 が １ ～ ２ ０ の （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 ア ル キ ル エ ス テ ル で あ る 、 ホ  
モ ポ リ マ ー と し て の ガ ラ ス 転 移 温 度 （ Ｔ ｇ ） が － ４ ０ ℃ 以 下 で あ る 低 Ｔ ｇ ア ル キ ル ア ク リ  
レ ー ト を ５ ０ 質 量 ％ 以 上 、 ８ ０ 質 量 ％ 以 下 含 有 し 、
前 記 （ メ タ ） ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 重 合 体 （ Ａ ） の 重 量 平 均 分 子 量 が 、 １ ０ 万 以 上 、 １ ２ ０  
万 以 下 で あ る
粘 着 剤 に よ っ て 構 成 す る
こ と を 特 徴 と す る 繰 り 返 し 屈 曲 デ バ イ ス に お け る 屈 曲 跡 の 抑 制 方 法 。
　 Δ ｌ ｏ ｇ Ｇ （ ｔ ） ＝ ｌ ｏ ｇ Ｇ （ ｔ ） ｍ ａ ｘ － ｌ ｏ ｇ Ｇ （ ｔ ） ｍ ｉ ｎ     … （ Ｉ ）
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 粘 着 剤 か ら 構 成 さ れ て い る 粘 着 剤 層 を 有 す る 粘 着 シ ー ト を 使 用 し て 、 前 記 繰 り 返 し  
屈 曲 デ バ イ ス の 構 成 部 材 を 貼 合 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 繰 り 返 し 屈 曲 デ バ  
イ ス に お け る 屈 曲 跡 の 抑 制 方 法 。
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